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令和５年度薬価改定において不採算品再算定を適用された 

医薬品の適正な流通について 

 

 令和４年 12月 21 日に開催された中央社会保険医療協議会（以下「中医協」という。）

において、令和５年度薬価改定では、急激な原材料費の高騰、安定供給問題に対応するた

め、不採算品再算定について臨時的・特例的に調査結果（※１）に基づく全品を対象に適

用することが決定されました。 

 今回、不採算品再算定の適用となった医薬品は、安定供給を確保する必要が特に高いと

考えられる品目（※２）として製造販売業者から報告されたものであり、その安定供給を

継続させていくために、適正な価格で流通することが望まれます。 

貴団体におかれましては、今回の不採算品再算定が実施された趣旨に鑑み、これら医薬

品が適正な価格で流通するよう、会員企業に対して周知方よろしくお願いします。 

なお、不採算品再算定の適用を受けた品目については、各製造販売業者から各卸売業者

に対し周知するよう、別添の事務連絡によりお願いしています。 

 また、本事務連絡と同様の趣旨の事務連絡を日本製薬団体連合会に送付するとともに、

これら事務連絡の写しを、公益社団法人日本医師会、公益社団法人日本薬剤師会、公益社

団法人日本歯科医師会、一般社団法人日本保険薬局協会及び一般社団法人日本チェーンド

ラッグストア協会に送付することを申し添えます。 

 

※１ 令和４年９月に実施した薬価収載医薬品を供給する業者に対して実施した、物価高

騰等の影響による不採算品目の状況に関する調査 

※２ 以下①～③の要件全てに該当する品目 

① 物価高騰や為替変動の影響等により現在不採算となっている品目 

② 安定供給の確保の必要性が特に高いと考えられる品目（いずれかを満たす品目） 

－ 安定確保医薬品（カテゴリーＡ～Ｃ） 

－ 基礎的医薬品 

－ その他、これまでの学会要望等から、特に医療上の必要性が高いと思われる品目 

③ 同一成分・規格内において一品目が高いシェアを占めているなど、特に安定供給に

支障を来しやすい品目（一社のみ供給品、最終後発品等を含む。） 


